
 
 

芭
蕉
百
回
忌
『
蕉
翁
追
善
集
』
と
翻
刻
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

杉
田 

美
登 

 
 

 
 

 
 
 

一 

 

芭
蕉
追
悼
に
つ
い
て
は
早
く
、
松
尾
芭
蕉
が
没
し
た
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
に
、
門
人

宝
井
其
角
に
よ
っ
て
初
の
芭
蕉
伝
記
『
枯
尾
花
』
が
刊
行
さ
れ
、
翌
八
年
に
は
齋
部
（
八
十

村
）
路
通
に
よ
っ
て
『
芭
蕉
翁
行
状
記
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
方
芭
蕉
没
後
の
蕉
風
俳
諧
は
、
俗
談
平
話
を
旨
と
す
る
美
濃
派
各
務
支
考
や
麦
林
舎
中

川
乙
由
に
よ
っ
て
支
麦
の
徒
と
し
て
謗
ら
れ
な
が
ら
も
、
江
戸
を
始
め
と
し
て
全
国
を
席
巻

し
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
俳
諧
の
横
行
に
対
し
て
、
明
和
（
一

七
六
四
～
七
二
）
こ
ろ
か
ら
寛
政
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
頃
に
か
け
て
芭
蕉
復
帰
を
唱

え
、
蕉
風
を
掲
げ
つ
つ
蕉
風
と
は
趣
の
異
な
っ
た
新
風
を
展
開
し
て
い
っ
た
中
興
期
俳
諧
時

代
が
到
来
す
る
。
例
え
ば
、
京
都
の
蕪
村
・
太
祇
が
、
尾
張
で
は
暁
台
ま
た
金
沢
の
蘭
更
、

江
戸
の
白
雄
と
い
う
よ
う
に
新
風
の
樹
立
の
気
運
は
高
ま
っ
て
行
く
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
し

て
、
上
梓
さ
れ
て
今
日
に
残
っ
て
い
る
芭
蕉
句
集
や
追
善
集
あ
る
い
は
句
碑
で
あ
る
。 

 

こ
の
流
れ
は
都
市
部
ば
か
り
で
は
な
く
地
方
に
お
い
て
も
芭
蕉
顕
彰
の
気
運
が
高
ま
っ

て
行
っ
た
。
芭
蕉
没
後
の
八
十
・
百
回
忌
を
迎
え
る
こ
ろ
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で
盛
ん
だ
っ

た
商
業
都
市
・
城
下
町
・
港
町
・
宿
駅
の
俳
諧
人
口
に
加
え
て
農
村
部
の
有
力
農
民
層
に
ま

で
浸
透
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。 

 

中
興
期
を
代
表
す
る
俳
人
高
桑
蘭
更
（
半
化
坊
）
を
例
に
挙
げ
て
み
る
。
彼
は
蕉
風
復
古

運
動
と
し
て
芭
蕉
の
初
期
の
蕉
風
を
唱
え
た
人
物
で
あ
る
。
諸
国
を
回
り
蕉
風
に
帰
る
べ
き

を
唱
え
て
明
和
七
年
に
金
沢
の
浅
野
川
の
辺
に
あ
っ
た
二
夜
庵
を
あ
と
に
江
戸
へ
の
旅
に

出
る
。
そ
の
足
跡
の
一
端
が
こ
れ
ま
で
に
編
さ
ん
し
た
妙
高
市
宝
蔵
院
文
書
、
『
妙
高
山
雲

上
寺
宝
蔵
院
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
紹
介
し
た
い
。
金
沢
を
出
発
し
た
蘭
更
は
高
田

・
倉
石
を
通
り
俳
人
隣
々
と
甚
化
の
二
人
を
伴
っ
て
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
閏
六
月
一
九

日
に
越
後
と
信
州
の
境
、
関
山
に
あ
る
宝
蔵
院
に
到
着
す
る
。
関
山
は
宿
駅
で
あ
り
、
文
化

も
高
く
古
く
か
ら
俳
諧
の
盛
ん
な
地
で
も
あ
り
、
半
化
坊
を
迎
え
る
連
衆
が
存
在
し
た
か
ら

で
あ
る
。 

 

明
和
七
庚
寅
年
閏
六
月
一
九
日
条
に
、 

 
 
 

 

一
九
日 

晴
天 

倉
石
ヨ
リ
、
半
化
先
生
門
人
両
人
召
連
参
、
直
ニ
湯
元
へ
。
半
化 

門
人
隣
々
ハ
此
方
ニ
止
宿
い
た
す
。
二
二
日 

晴
夜
雨 

今
日
隣
々
湯
元
江
行
く
。 

二
三
日 

晴
れ 

今
昼
、
半
化
坊
・
甚
化
・
隣
々
湯
元
ヨ
リ
帰
ル
。
二
四
日 

大
鹿 

与
三
右
衛
門
望
月
九
郎
右
衛
門
参
上
。
半
化
坊
・
隣
々
昼
立
ニ
而
野
尻
へ
行
。
僕
ヲ 

送
リ
遣
ス
。
甚
化
高
田
へ
帰
ル
。 

（
『
妙
高
山
雲
上
寺
宝
蔵
院
日
記
』
第
一
巻
・
妙
高
市
教
育
委
員
会
・
平
成
二
〇
年
刊
行
） 

 

蘭
更
（
半
化
坊
）
は
同
二
四
日
昼
ま
で
滞
在
し
、
俳
諧
の
あ
る
べ
き
姿
の
伝
搬
者
と
し
て

信
州
野
尻
湖
に
向
け
て
隣
々
と
旅
立
っ
て
い
る
。
信
州
・
甲
斐
に
曳
杖
し
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
た
が
こ
の
途
中
経
過
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
（
『
宝
蔵
院
日
記
の
風
景
』

平
成
一
〇
年
刊
・
妙
高
市
教
育
委
員
会
編
・
拙
著
） 

  
 
 

二 
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
『
蕉
翁
追
全
集
』
は
越
後
国
高
田
（
現
新
潟
県
上
越
市
高
田
）
の 

俳
人
南
嶺
庵
梅
至
が
編
さ
ん
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
田
の
俳
人
鈴
木

か
ん
か
せ
い
か
ん
せ
い

浣
花
井
甘
井
に
よ
る

と
、
梅
至
は
芭
蕉
翁
百
回
忌
追
善
集
の
刊
行
を
思
い
立
っ
た
安
永
九
年
に
は
既
に
八
十
才
の

高
齢
で
あ
り
、
百
年
の
遠
忌
ま
で
齢
を
の
ぶ
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
、
繰
り
上
げ
て
刊
行
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す
る
こ
と
で
八
十
才
の
賀
を
も
兼
ね
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。 

 

梅
至
は
遡
る
宝
暦
十
三
癸
未
（
一
七
六
三
）
年
に
粟
津
（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
義
仲
寺
に

赴
き
、
芭
蕉
の
墓
参
を
行
い
、
芭
蕉
の
眠
る
墳
墓
の
土
を
乞
い
求
め
て
帰
る
。
そ
し
て
、
そ

の
命
日
に
あ
た
る
十
月
十
二
日
に
城
下
の
禅
林
正
輪
寺
境
内
に
「
景
清
も
花
見
の
座
に
は
七

兵
衛
」
の
句
碑
を
建
立
し
て
芭
蕉
の
追
善
供
養
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

か
く
し
て
梅
至
は
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
、
芭
蕉
が
敬
愛
し
て
止
ま
な
か
っ
た
西
行
の

命
日
に
因
ん
で
「
如
月
の
望
の
日
も
近
」
い
二
月
、
芭
蕉
の
命
日
で
あ
る
十
二
日
の
朝
辰
の

剋
か
ら
芭
蕉
の
亡
く
な
っ
た
申
の
剋
ま
で
俳
諧
の
会
を
催
し
た
。
高
田
藩
の
俳
人
七
十
二
名

と
江
戸
の
蓼
太
や
洛
の
蘭
更
を
始
め
と
し
て
全
国
の
俳
諧
宗
匠
か
ら
句
を
贈
ら
れ
、
百
韻
連

句
二
十
余
巻
に
手
向
け
の
章
句
二
五
〇
〇
余
り
を
供
え
た
。
こ
の
と
き
梅
至
は
門
人
二
十
一

人
と
共
に
自
ら
の
発
句
「
梅
が
香
や
言
に
も
勝
る
魂
よ
は
ひ
」
を
発
句
に
俳
諧
百
韻
を
巻
い

て
い
る
。 

 

『
芭
蕉
翁
桃
青
居
士
・
終
焉
記
・
江
州
粟
津
義
仲
寺
』
（
元
禄
七
年
十
月
十
二
日
に
刊
行
）
を

も
と
に
梅
至
が
杉
風
筆
の
芭
蕉
像
を
描
い
た
こ
と
は
、「
右
芭
蕉
像
者
古
人
杉
風
氏
書
写
也
。

今
応
某
氏
需
東
都
岷
雪
再
模
之
」
の
文
と
本
書
『
蕉
翁
追
全
集
』
の
「
右
蕉
翁
像
者
古
人
杉

風
氏
書
写
也
。
今
応
某
氏
需
東
都
岷
雪
再
模
之
。
今
亦
梅
至
一
毛
不
添
私
茲
に
拝
模
之
。
」

と
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。 

 
 

 
 

三 

装
訂 

 

袋
綴
じ 

表
紙 

 

茶
色 

縦
二
二
セ
ン
チ
八
ミ
リ×

横
一
六
セ
ン
チ 

題
箋 

 

中
央
「
蕉
翁
（
横
書
き
） 

追
善
集
」
縦
一
六
セ
ン
チ
五
ミ
リ
・
横
三
セ
ン
チ 

三
ミ
リ 

巻
数 
 

一
巻 

 
 
 
 
 
 
 
  

  
  

冊
数 

 

一
冊 

行
数 

 

本
文 

毎
葉
八
及
び
九
行 

版
元 

 

京
寺
町
通
二
条 

橘
屋
治
兵
衛
梓 

所
蔵
者 

上
越
高
田
図
書
館 

  
 
 

四 

一
丁
表 

秀
歌
読
ん
と
住
よ
し
へ
月
詣
せ
し
法
師
の
心
さ
し
を
つ
か
ん
と
て
や
、
南
嶺
庵
の
叟
こ
と
し

八
十
の
春
の
華
を
あ
ら
は
に
む
か
へ
て
よ
り
、
蕉
翁
の
滅
後
も
は
や
百
年
の
と
し
並
の
程
な

き
を
指
折
て
高
城
の
風
士
の
限
り
を
尽
し
、
其
如
月
の
望
の
日
も
遠
く
追
善
の
む
し
ろ
を
ひ

し
き
百
韻
二
十
余
巻
の
こ
と
の
は
を
備
ふ
。
此
叟
や
世
を
市
中
に
遁
れ
て
一
と
せ
は
み
ち
の

く
の
旅
寝
に
や
つ
れ
一
と
せ 

 

一
丁
裏 

は
木
曽
塚
の
俤
を
し
た
ひ
、
一
と
せ
花
見
塚
を
築
き
て
の
ち
年
々
に
越
路
の
華
に
む
か
し
を

し
の
び
ぬ
れ
は
、
け
ふ
こ
そ
翁
も
此
花
を
見
給
は
め
と
な
つ
か
し
き
志
を
助
け
て
は
じ
め
に

記
す
。 

 

安
永
九
年
庚
子
春 

 

浣
花
井 

丼
井 

 
 
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
 
  

 

印 

浣
花
井 

 

二
丁
表 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

翁
塚
説 

 

そ
も
や
一
流
の
太
祖
と
な
る
事
軽
か
ら
す
。
彼
苫
漏
風
雲
寒
き
夜
川
舟
に
乗
ま
い
ら
せ
来

て
、
さ
ゝ
浪
寄
す
る
寺
の
前
木
曽
殿
の
際
に
築
り
。
さ
れ
は
墓
角
草
茂
て
人
の
尋
る
な
き
は
、

已
知
ら
れ
さ
る
の
愁
成
へ
し
。
か
た
の
こ
と
く
此
塚
は
遠
き
も
近
き
も
詣
来
り
て
尊
敬
し
、

仰
く
事
是
人
の
己
を
知
る
の
喜
び
な
ら
す
や
。
其
徒
の
多
士
の
拈
香
は
近
江
の
富
士
の
峯



に
、
靡
櫁
閼
伽
の
手
向
は
湖
水
の
汀
に
泳
々
た
り
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

梅
至 

二
丁
裏 

「
芭
蕉
像
」 

右
蕉
翁
像
者
古
人
杉
風
氏
書
写
也
。
今
応
某
氏
需
東
都
岷
雪
再
模
之
。
今
亦
梅
至
一
毛
不
添

私
茲
に
拝
模
之
。 

 

三
丁
面 懐

古
一
折 

 
 

 

末
略 

梅
が
香
や
言
に
も
勝
る
魂
よ
は
ひ 

 
 
 

梅
至 

 

汲
ぬ
里
な
き
峯
の
雪
汁 

 
 
 
 
 

礒
鳥 

麗
な
霽
に
御
駕
の
戸
の
明
て 

 
 
 
 

呉
川 

 

人
の
心
は
顔
に
知
ら
る
ゝ 

 
 
 
 

花
勠 

連
綿
と
縁
の
続
も
歌
な
れ
は 

 
 
 

 

三
双 

 

と
れ
ぬ
燈
に
虫
の
往
来
ふ 

 
 

 
 

杉
里 

弓
の
月
弭
際
纏
香
残
り 

 
 

 
 
 
 

梅
塢 

 

三
丁
表 

 

皿
に
桃
盛
る
船
の
込
乗 

 
 
 
 
 

可
然 

老
た
れ
は
思
ふ
事
の
み
虚
寒
く 
 

 
 

蛙
眠 

 

柴
一
束
翌
の
貯
え 

 
 

 
 

 
 
 

爾
鍵 

野
鼠
の
穴
も
賢
く
掘
つ
ゝ
り 

 
 

 
 

斧
休 

 
 

 

聖
に
学
堰
の
水
筋 

 
 

 
 

 
 
 

和
水 

朝
風
の
里
に
冬
知
る
鑓
印 

 
 
 
 
 

米
翁 

 

酒
の
小
売
の
新
家
め
で
た
き 

 
 
 

素
琴 

今
は
子
に
有
し
美
人
の
顔
醒
る 

 
 

 

祖
明 

 

四
丁
面 

 

御
主
の
恋
に
百
里
来
て
泣
く 

 
 
 

風
五 

月
明
か
し
露
漏
宿
の
萩
の
色 

 
 
 
 

野
鶴 

己
と
落
る
棚
の
南
瓜 

 
 
 

 
 
 

鵞
十 

野
の
宮
の
別
れ
は
昔
今
迚
も 

 
 
 
 

玄
吾 

 

清
き
流
に
渡
す
石
橋 

 
 
 

 
 
 

泰
亀 

咲
花
に
群
来
る
友
の
隔
な
き 

 
 
 
 

丼
井 

 

日
は
永
け
れ
ど
茶
話
の
尽
せ
す 

 
 

爪
牛 

 
 
 
 

五
々
巻
発
句 

四
丁
裏 

筆
ま
め
に
書
事
も
な
し
秋
の
暮 

浣
花
井
丼
井 

乱
る
ゝ
と
お
も
へ
ば
砧
止
に
け
り 

 
 

野
鶴 

雁
飛
て
枯
草
伏
る
勢
か
な 

 
 
 
 
 

牛
爪 

世
捨
人
の
心
任
や
こ
ろ
も
か
へ 

 
 
 

梅
塢 

鶯
の
声
曇
な
き
天
気
也 

 
 

 
 
 
 

畝
司 

夕
立
や
晴
て
は
草
に
風
の
色 

 
 
 
 

李
長 

寝
つ
起
つ
籬
の
外
の
菊
の
花 

 
 
 
 

胡
友 

若
草
や
日
に
日
に
沈
む
丘
の
石 

 
 
 

斧
休 

 

五
丁
面 

鷲
の
行
方
や
深
雪
の
数
十
丈 

 
 
 
 

可
然 

霜
に
墲
す
頻
に
立
か
夜
の
鴨 

 
 
 
 

祖
明 

原
中
や
思
ひ
似
つ
か
ぬ
鹿
の
声 

 
 
 

花
勠 

世
を
忍
身
の
思
ひ
出
や
小
夜
砧 

 
 
 

礒
鳥 

月
は
宵
推
も
敲
も
酒
の
門 

 
 
 
 
 

鷺
太 



魚
折
々
水
の
面
に
光
る
春
の
雨 

 
 

 

蛙
眠 

百
年
の
昔
を
鳴
よ
謀
鞁
鳥 

 
 
 
 
 
 
  

 
  

鵞
十 

時
雨
る
ゝ
や
今
は
粟
津
の
何
仏 

 
 

 

梅
宇 

 

五
丁
裏 

言
の
葉
の
詠
や
落
ち
葉
の
幾
巡
り 

 
 

加
音 

好
ん
て
も
見
る
芸
は
な
し
節
季
候 

 
 

宴
他 

む
ら
松
の
声
の
間
に
間
に
千
鳥
也 

 
 

風
五 

塵
塚
や
雁
の
何
け
る
春
の
雪 

 
 
 
 

和
水 

鶯
や
左
右
に
鳴
て
左
右
な
し 

 
 
 
 

泰
亀 

花
を
憂
し
と
思
ふ
は
花
を
思
哉 

 
 

 

素
菊 

苗
代
や
雲
井
の
緑
水
に
照
る 

 
 
 
 

爾
鍵 

澄
物
は
蝶
と
の
ぼ
る
や
杜
若 

 
 
 
 

米
翁 

 

六
丁
面 

こ
は
祖
翁
の
金
詠
命
終
近
十
月
八
か
の
夜
の
吟
也
。
是
や
誠
に
一
休
禅
師
の
胸
中
を
移
て
人

間
一
生
の
上
を
伸
給
ふ
物
に
や
。
其
句
を
枯
野
を
廻
る
夢
心
と
も
せ
ば
や
と
宣
ひ
し
か
、
是

さ
へ
妄
執
な
が
ら
風
雅
の
上
に
死
ん
身
の
道
を
切
に
思
也
と
按
給
ふ
と
そ
。
同
十
二
日
申
の

刻
に
此
の
世
を
去
り
在
す
。
御
身
の
一
句
を
期
迄
鍛
錬
し
給
ふ
事
今
の
人
涙
を
落
さ
ざ
ら
ん

や
。
是
則
未
世
の
規
模
也
。
単
作
者
を
等
閑
に
言
捨
べ
け
ん
や
。 

 

六
丁
裏 

旅
に
病
で
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る 

桃
青
居
士 

橋
立
や
じ
ゝ
ま
ぬ
松
の
一
文
字 

 

露
川
居
士 

渋
柿
や
売
人
な
か
す
る
供
溜
り 

 

尾 

馬
州 

寝
た
形
に
畳
窪
む
や
五
月
雨 

 
 
 
 

巻
耳 

炭
竈
や
砕
て
渡
る
朝
鳥 
 
 

 
 
 
 

有
隣 

秋
の
蝶
赤
ふ
も
な
ら
で
舞
に
け
り 

遠
州
菊
後 

春
雨
や
念
仏
の
音
の
乞
食
小
屋 

 

佐
屋
吟
山 

水
鳥
や
逆
巻
波
に
懐
手 

 
 

 
 
 
 

蛙
流 

雪
の
世
の
姿
や
遠
の
鐘
の
声 

 
 
 
 

白
之 

 

七
丁
面 

牛
若
の
影
身
に
添
う
や
凰
巾 

 
 
 
 

素
丁 

其
梅
に
其
鳥
な
く
も
ほ
と
ゝ
き
す 

 

四
日
市 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

鵤
州 

我
は
邪
布
の
月
の
最
中
に
古
ま
色 

 

尾
布
磧 

片
枝
は
咲
か
で
止
し
か
帰
り
花 

 

東
都
蓼
太 

百
迄
は
花
で
請
け
る
ふ
く
べ
か
な 

加 

見
風 

根
を
よ
け
て
た
け
よ
さ
く
ら
に
狂
人 

洛
蘭
更 

苗
代
も
桜
に
つ
ゝ
く
詠
か
な 

 
 

諏
訪 

文
輔 

わ
か
物
を
見
す
る
手
も
な
し
月
の
客 

江
戸 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

甚
化 

 

七
丁
裏 

句
坐
任
到
来 

短
夜
を
妻
戸
に
書
て
戻
る
憂
さ 

 

小
泉
花
鳥 

夕
立
や
蝉
の
時
雨
に
聞
か
は
り 

 

小
泉
至
虹 

交
り
し
雲
の
捨
て
や
練
雲
雀 

 
 

小
泉
素
明 

今
来
ん
と
待
し
は
水
に
蚊
遣
哉 

 

信
赤
沼 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

玉
柴 

秋
な
れ
や
笑
事
に
も
我
ひ
と
り 

信
赤
沼
一
瓢 



浜
松
に
風
な
き
昼
の
暑
哉 

 
 

信
赤
沼
杉
路 

昼
顔
や
人
も
短
き
影
法
師 

 
 

信
赤
沼
柏
士 

待
人
は
寝
間
も
有
に
蜀
魄 

 
 
 

信
赤
沼
如
印 

涼
し
さ
や
頻
に
動
く
池
の
水 

 

信
赤
沼
壺
泉 

 

八
丁
面 

詠
ふ
有
恨
声
有
り
野
洛
の
虫 
十
日
町 

桃
路 

香
焼
く
て
壁
に
向
へ
は
蟋
蟀 
堀
之
内
徐
々
坊 

巓
は
兀
て
も
裾
は
さ
く
ら
か
な 

猪
ノ
山
扇
狩 

虫
鳴
や
荊
藪
に
も
隙
有 

 
 

 
 

お
な
し
く 

目
の
前
の
仇
波
見
つ
ゝ
芥
子
の
花 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

長
森 

梅
取 

世
は
な
し
と
獨
住
家
も
砧
哉 

 
 

お
な
し
く 

心
に
は
何
の
業
な
き
涼
哉 

 
 
 
 
 

路
因 

見
返
れ
は
月
は
入
鳬
橋
の
霜 

 
 
 
 

李
彦 

勇
む
身
は
物
に
危
し
火
取
虫 

 
 
 
 

千
和 

 

八
丁
裏 

笘
舟
の
鼾
に
動
く
柯
か
な 

 
 

浦
梨 

杉
里 

水
に
残
る
匂
や
菊
の
雫
よ
り 

土
吉
野 

如
虹 

霜
の
菊
蘭
陵
の
美
酒
下
り
け
ん 

 
 

 

思
工 

笈
捨
て
主
は
菫
に
居
睡
り
ぬ 

 
 
 
 

李
翠 

風
軈
て
落
葉
に
月
の
氷
る
影 

 
 
 
 

文
亭 

百
年
も
品
の
替
ら
ぬ
花
野
哉 

 
 
 
 

柳
枝 

蜀
に
何
恥
ん
紅
葉
の
高
尾
寺 

 
 
 
 

花
北 

形
こ
そ
案
山
子
な
る
ら
め
な
と
心 

 
 
 
  

江
雨 

夢
想 

宵
闇
を
宮
司
に
包
蛍
哉 

 
 

 
 
 
 

詞
邦 

 
 九

丁
面 

増
す
荒
男
の
立
尽
し
た
り
小
夜
砧 

 
 

里
島 

行
当
る
物
に
這
ふ
也
か
た
つ
ふ
り 

 
 

止
蘭 

君
か
為
我
か
蚊
は
追
ぬ
今
宵
哉 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

山
直
海 

梅
仙 

夜
寒
さ
や
更
て
は
元
の
風
な
ら
す 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

小
苗
代 

至
鳥 

何
鳴
そ
枯
尽
す
野
の
夕
烏 

 
 
 
 
 

和
東 

冬
籠
る
暦
の
月
日
や
窓
一
つ 

 
 
 
 

如
川 

 

畝
波
連
十
四
章 

町
中
を
大
事
に
菊
の
使
か
な 

 
 
 
 

畝
波 

待
山
に
大
工
つ
か
ふ
て
冬
籠 

 
 
 
 

宴
池 

 

九
丁
裏 

京
極
は
片
側
白
し
梅
の
花 

 
 
 
 
 

素
琴 

折
も
惜
し
見
て
居
れ
は
寒
し
梅
の
花 

 

由
司 

日
の
軒
や
馬
を
遊
す
冬
籠 

 
 
 
 
 

竹
茂 

尼
寺
や
同
じ
浅
黄
の
衣
更 

 
 
 
 
 

二
竹 

こ
け
落
て
花
盗
人
の
笑
哉 

 
 
 
 
 

閑
水 

月
さ
ら
さ
ら
行
雲
移
る
時
雨
哉 

 
 
 

乙
人 

雲
切
や
雨
の
中
よ
り
秋
の
月 

 
 
 
 

竹
宇 

一
か
た
へ
匂
ふ
夜
の
梅
白
し 

 
 
 
 

可
友 



待
恋
や
思
ひ
に
か
ら
む
虫
の
声 

 
 

 

菊
人 

 

十
丁
面 

曙
や
障
子
に
移
る
月
の
影 

 
 
 
 
 

枕
石 

蜘
の
囲
の
欠
て
落
け
り
五
月
雨 

 
 

 

素
菊 

夕
顔
や
夜
の
移
る
間
の
花
白
し 

 
 

 

畝
司 

晩
鐘
を
い
か
か
答
へ
て
散
一
葉 

志
村 

亮
岱 

姥
の
名
は
如
老
く
月
の
長
者
哉 
田
切
釈
里
考 

梅
か
香
に
筧
の
ゆ
る
む
賎
屋
哉 

 
 

釈
三
双 

古
を
傾
け
て
見
る
し
く
れ
哉 

 
 
 
 

壽
輦 

凩
や
木
葉
の
上
に
渡
し
船 

 
 

西
条 

素
涼 

五
月
雨
や
水
鶏
昼
鳴
麻
畑 

 
 
 

お
な
し
く 

 

 

（
以
下
二
に
続
く
） 

 

 
 

 
 

（
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
も
の
づ
く
り
工
学
科 

一
般
科
）   

        

  


